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音楽リトミックNo21
義髙 亙

意欲的な子供たちの表現活動を求めて 実態把握

から特支教育の場合 通常の教育と違うところはの

一つは教育活動の予測がしにくい事があります。

実態は こう活動すれば、こうなるだろうとの予測が

難しいです。なので個別に支援計画のようなものが

あるのでしょう。その中で実態把握は必要だと思い

ます。

こういう教育活動がしたい。その時は、今はどん

な状態でこう教育活動すればこうなるだろうという

実態把握からの予測が必要だと思います。

。実態把握や支援計画は授業に生かして意味がでます

紙面だけでは用はたさないと思います。

私は支援学校時代 音楽担当をしていました。皆さ

んに意外だと言われていました。

その時、音楽を提示して子供たちが自由に身体表現

をする。リトミックをしようと考えました。

本来なら音楽で自由に動くものだそうですが、支援

学校ではある程度パターン化が必要だと感じていま

した。

特に中学部全体でするとしたら、集団として音楽

でどう動けるのか？どういう動きができるのか？

どこまで動きを広げて表現ができるのか？勘に頼ら

ず実態把握をしてみました。

まず。集団ではどういう動きになるのか、一人一

人は何の動きが何人出来るか把握してみました。

それがこのグラフです。どの動きだと何人動け.
るか。動ける動きからリストアップしていきまし

た。

次に何種類までなら何人動けるか実態把握してみ

ました。集団でより動き、みんなが参加できる種類

を探ると５，６種類までなら多くの生徒が動けるこ

とがわかりました。

そして活動すれば動ける種類が増えていきそうなこ

ともわかりました。

このリトミック・リズム運動は音楽の冒頭で自由に

。動いてみて意欲を高める導入として使ってみました
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音楽で定期的に使いましたので 公開研でも活動

し、指導案も残っています。

。実態把握グラフや指導案だけでは想像つきませんね

実際の短い映像がわずかに残っていましたのでご覧

ください。

ピアノを弾いているのが私です。

今見るとつたない部分もあります。皆さんは実態把

握と指導計画を授業に有効に使っていますか？

END
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